
事業者あり方検討部会報告 

「大阪版食の安全安心認証制度の今後のあり方について」 
 

１ 認証制度の位置づけ 

本認証制度は、事業者の食の安全安心の確保に関する自主的な取組を支援、

評価することを目的に創設した制度である。当該制度は当部会での検討を踏ま

え、平成 21 年 4 月からスタートした。現時点（平成 29 年 3 月 22 日）で、

認証を受けている施設は193施設に至っている。 

 

２ 経 過 

平成 26年度  国が段階的なHACCPの導入を表明 

平成 27年度  当部会で現行の認証制度とHACCP導入支援のあり方に 

ついて議論を開始 

平成 28年度 国が「HACCPによる衛生管理」を全ての食品事業者に 

 対して義務化する方針を表明 

 

３ 認証制度のあり方と認証基準の検討 

 当部会では、これまで、自主的に HACCP に取り組む事業者を支援・評価で

きるよう認証制度の活用を議論してきたが、国が HACCP 義務化の方針を表明

したことから、改めて、現行の認証制度のあり方について検討を行った。 

認証制度は、「事業者の規模を問わず取り組むことができる、分かりやすいも

のであること」を趣旨としている。 

そこで、HACCP 義務化に認証制度を対応させるにあたって、次の２点に意

見が集約された。 

 認証基準を全ての事業者が達成しなければならない水準に合わせること 

 HACCP の基準を新設するのではなく、現行の認証基準に HACCP によ

る衛生管理の考え方を組み込むこと 

 

４ 認証制度のシステムの変更 

認証の有効期間については、消費者の安心という観点から 2 年が適当として

いた。今般、認証基準に、事業者自らが衛生管理上の重要なポイントを設定し

管理を行うこという HACCP の考え方を取り入れることで、効率的・効果的な

衛生管理が可能となること、更に、記録の実施が盛り込まれることで取組の実

効性が担保されることから、延長も可能であるとの考えに至った。 
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【部会の検討状況】 

（１）第１４回開催 

と き 平成２８年１月２５日（月）午後１時～午後３時 

ところ ホテルプリムローズ大阪 ３階 高砂の間 

議 事 大阪版食の安全安心認証制度とHACCPの推進について 

 

（２）第１５回開催 

と き 平成２８年３月２２日（火）午後１時３０分～午後４時３０分 

ところ ホテルプリムローズ大阪 ３階 高砂の間 

議 事  大阪版食の安全安心認証制度とHACCPの推進について 

 

（３）第１６回開催 

と き 平成２８年６月２２日（水）午後３時～午後５時 

ところ ホテルプリムローズ大阪 ２階 鳳凰（西）の間 

議 事  「大阪版食の安全安心認証制度（仮）HACCP認証」について 

      

 （４）第１７回開催 

と き 平成２８年１１月２４日（木）午前１０時～午前１２時 

ところ ホテルプリムローズ大阪 ２階 羽衣の間 

議 事  ・「大阪版食の安全安心認証制度」の今後のあり方について 

         ・認証基準案について 

   

 （５）第１８回開催 

と き 平成２９年２月１０日（金）午後１時３０分～午後４時３０分 

ところ KKRホテル大阪 ５階 瑞宝の間 

議 事  ・「大阪版食の安全安心認証制度」の変更について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


